
資料５
◎環境基本計画【環境像】の見直し

現行環境像 みろくの森から道風の里まで　　 蛙の合唱消えぬ道 暮らしと出会いを大切にするまち

□東部丘陵から市街地を豊かな緑でつなぐ □失われつつある古き良き環境 □暮らしの中での気付きと市民のつながり

・みろくの森：東部丘陵の豊かな自然⇒自然環境
・道風の里：西部の市街地⇒都市・社会基盤

・蛙の合唱：古き良き環境⇒自然環境
・道：豊かな自然と市街地の交わり⇒都市・社会
基盤、パートナーシップ

・暮らし：暮らしの中で環境の大切さへの気づき
⇒くらし・低炭素・資源循環型社会、学習
・出会い：市民のつながり⇒ネットワーク

現行環境目標

見直しの視点

見直しの
キーワード

次期環境像

イメージ

次期環境目標

・豊かな自然の恵みを享受でき、住環境が整い、活力を生み人が集う、健康でいきいきと暮らせる快適なまち
・市民一人ひとりが環境について学び、考え、省エネルギーやごみの減量など環境にやさしい行動を積極的に行うまち
・市民一人ひとりが未来を見据え、かけがえのない地球環境を次世代へ引き継ぐまち

イメージ

現行の環境像・環境目標の考え方を継承し、次の視点・キーワードを踏まえ、今後の春日井市のめざすべき姿となる環境像を提示

・市民にわかりやすい環境像（指標と同様）
・総合計画並びに関連計画（ごみ・都市・交通）等との整合（将来像・理念）

・市民、事業者、市のより緊密なパートナーシップ　　　　　　　　→　パトナーシップ、みんな、わたしたち
・豊かな自然　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　豊かな自然、環境
・環境の負荷が低減された持続可能な社会　　　　　　　　　　　　→　自然と都市が調和、環境にやさしいまち
・気候変動、2050年温室効果ガス排出量実質ゼロに向けた対応　　→　地球、未来

豊かな自然と暮らしが調和する　環境にやさしいまち　かすがい　～わたしたちの未来と地球のために～

都市・社会基盤 自然・風土
くらし・低炭素・

資源循環型社会
学習・ネットワーク

パートナーシップ
（市民・事業者・行政） 低炭素社会 自然環境 循環型社会 都市環境・生活環境


